
【Ⅰ．主な取り組み】

【Ⅱ．目標指標】
６年度

実績値 達成度 目標値   　　　 25　　     50　　　　75　 　 　100      125

ⅰ 54.8 109.6% 60

【Ⅲ．指標による評価】

ⅰ

評価 理　　　　由　　　　等 平均評価

達成
　グローバルリーダー育成塾、イングリッシュデイキャンプ、留学フェアなどの従来からの取り組みに加え、スタンフォード大学遠隔講座やALTオンライン
スピーキングレッスンなど、新たな取り組みを導入したことにより、生徒がグローバルな環境で活動する機会が増加し、目標値を達成した。

達成

年度 基準値 目標値

グローバル人材として活躍するための素地を備えた生
徒の割合（高２）(％)

①②③
④⑤

H26 40 50

指　　　　標
関連する
取組№

基準値 元年度 目標達成度（％）

取組項目 挑戦意欲と責任感・使命感の育成 多様性を受け入れ協働する力の育成 大分県や日本への深い理解の促進
知識・教養に基づき、

論理的に考え伝える力の育成

取組№ ⑤

取組項目 英語力（語学力）の育成

取組№ ① ② ③ ④

施策評価調書（元年度実績）
施策コード Ⅲ－１－（２）

政策体系

　施策名　グローバル社会を生きるために必要な「総合力」の育成 所管部局名 教育庁 長期総合計画頁 125

　政策名　生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造 関係部局名 教育庁
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【Ⅳ．指標以外の観点からの評価】 【Ⅴ．施策を構成する主要事業】

④

【Ⅵ．施策に対する意見・提言】

【Ⅶ．総合評価と今後の施策展開について】

Ａ
・それぞれの取り組み（グローバルリーダー育成塾、スタンフォード大学遠隔講座、国際バカロレア研究、イングリッシュデイキャンプ、留学フェア、留学支援金、ALT
オンラインスピーキングレッスン等）の成果が着実にあがっているため、今後も内容を充実させたうえで継続する。
・ラグビーワールドカップレガシーの一環として、県内高校と海外高校等（オーストラリア、ニュージーランド等）との間で、Web会議システムを活用した遠隔学校交流
を実施し、さらに生徒の国際理解力及び英語発信力を強化する。

③

・グローバルリーダー育成塾、イングリッシュデイキャンプ及びスタン
フォード大学遠隔講座で地域の課題解決をテーマに設定したことで、児
童生徒が大分県や日本について考え、プレゼンテーションを行う機会を
数多く提供した。

④
・小中学校において、「学びに向かう力」と思考力・判断力・表現力を育
成する魅力ある授業の創造を目指し、「新大分スタンダード」による組織
的な授業改善を推進した。

⑤

・英語教員向け研修（英語担当教員指導力向上研修、大分県英語教育
改善推進研修等）を年間延べ5回実施。
・ALTオンラインスピーキングレッスンを普通科等設置22校で実施。
・「大分県英語教育改善推進プラン」に基づき、中学校において学習到
達目標（CAN-DOリスト）の設定を指導した結果、全ての学校において
学習到達目標が設定された。
・小学校英語の早期化・教科化に向けた移行措置に伴う新教材を活用
した授業イメージの普及と小学校教員の指導力向上のため、新教材活
用研修や出前研修の実施、手引きの作成及び配布、モデル授業の
DVD配付を行った。

○R1年度第13回大分県教育委員会　(R1.9）
・スタンフォード大学遠隔講座への参加希望者がもっと増えるように、さらに取り組みを進めて欲
しい（R1年度は、30人の枠に31人が応募）。

総合評価 施策展開の具体的内容

266

学びの接続推進事業 119.1 257

①
・グローバルリーダー育成塾、イングリッシュデイキャンプ及び留学フェ
アに参加した生徒数が増加した。（H30:1,277人→R1:1,373人）

①②
③④
⑤

グローバル人材育成推進事業 109.6 266

②
・グローバルリーダー育成塾等に述べ59人のALT、80人の国際交流サ
ポーターが参加し、生徒が文化や価値観が異なる様々な人々と協働し
て課題研究などに取り組む機会を設けた。

②③
④⑤

おおいたワールドワイド・アカデミー事業 108.3

取組
№

指標以外の観点からの評価
取組
№

事業名（元年度事業）
事務事業評価

 成果指標の達成率（％） 掲載頁
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